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１３：３０～１７：００（受付開始１３：００）

無料 200名（定員になり次第締め切らせて頂きます）

食の危機管理対策セミナー事務局（株式会社インターリスク総研）

 

FAX 03－5296－8940

 

e-mail:yukari.yazawa@ms-ins.com

～食品防御・トレーサビリティ、

 

ISO２２０００の重要性～

三井住友海上

 

駿河台ビル

 

１階大会議室

企業の経営者、経営企画・総務・事業継続・リスクマネジメント、食品安全衛生

 

などの各部門担当者

昨今、食品偽装問題や残留農薬、異物混入などの事故、事件が世間を賑わし、一般消費者の食に対する不信感は

 

深まるばかりです。食品関連企業は自らが加害者になるだけでなく、被害者となり得る状況にあります。一方、日本の

 

食料自給率は現在40％と低く、諸外国からの輸入に頼らざるを得ないのが現状となっており、企業としてフードチェー

 

ン全体の安全性を確保することが国内のみならず世界的に関心が高まっています。フードチェーン全体そしてチェーン

 

を構成する企業の事業継続性の重要性についても問われています。
偶発的に起こる食品事故だけでなく、悪意を持って異物を混入させるような「食品テロ」の危険性も疑われるように

 

なってきました。これらを防ぐため、世界的に注目をされている「食品防御」、「トレーサビリティ」および「ISO２２０００」と

 

いう考えを導入することで、今までとは異なった視点から食の総合的危機管理に取組み、食品安全システムの向上を

 

図る必要に企業は迫られています。

 

本セミナーは国内のみならず海外の事例を紹介することにより、今後の食品関連企業に対する総合的な危機管理に

 

ついて提言を行います。
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ＢＣＩについて

新型インフルエンザ対策コンソーシアムについて

三井住友海上

 

駿河台ビル

１階大会議室

東京都千代田区神田駿河台3-9

JR総武線

 

御茶ノ水駅

 

徒歩５分（聖橋口）

千代田線

 

新御茶ノ水駅

 

徒歩２分

 

（Ｂ３出口）

丸の内線

 

淡路町駅

 

徒歩２分（Ｂ３出口）

都営新宿線

 

小川町駅

 

徒歩５分（Ｂ５出口）

セミナー会場の

ご案内

BCI(The Business Continuity Institute;事業継続協会）は、BCMに携わる専門家の支援とガイ

 

ドラインの提供を目的として、1994年に設立された世界最大規模のBCM有資格者の会員組織

 

です。現在世界91カ国に、4,500名以上の会員を有しています。これまで、BCMに関するガイド

 

ラインの作成やセミナーの開催などを通して、全世界へBCMの普及・啓発活動を行ってきました。

URL http://www.thebci.org/ URL http://www.bcijapan.jp/

新型インフルエンザ対策コンソーシアムは、新型インフルエンザ対策の普及啓発、新型インフル

 

エンザに関する調査研究、専門機関との連携、BCI日本支部との連携を目的とした非営利の協

 

業組織として活動しています。現在、民間企業、ＮＰＯなど20機関がメンバーとして活動していま

 

す。

URL http://www.pandemic-flu.jp/

http://www.thebci.org/


～ Seminar at a Glance ～

１３：３０

 

開会のご挨拶

１３：３５

 

食品テロ、バイオテロ、新型インフルエンザなどの

 

感染症から企業をどう守るか

 

（基調講演）

１５：１５

 

REFRESHMENT

 

BREAK

１７：００

 

閉会の辞

※このプログラムは予告なしに変更される場合がございます。

１４：２５

 

トレーサビリティシステムを活用した

 

食品事故防止策と食の危機管理

１５：３０

 

フジパン流

 

ＩＳＯ２２０００活用事例の紹介

 

～シンプルで実践的なシステムを目指して～

１６：１５

 

食品安全から食品防御へ～アメリカの食品防御から学ぶ～
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食の危機管理対策セミナー事務局行

FAX 03-5296-8940 管理番号

 

(事務局記入欄)

これからの食の総合的危機管理

 

対策セミナー参加申込書 FAX専用

ふりがな

 

貴社名

部署名

ふりがな

 

ご出席者名

役職

住所

電話番号

FAX番号

メールアドレス

今後、主催会社からセミナーなどに関する情報(e-mail,DM,FAX)をお届けしてもよろしいですか？

□ 送付希望

 

□

 

不要

※お申し込みをいただきましたら、折り返し参加票をご郵送申し上げますので、ご来場の際にご持参ください。

※申込書に記載して頂いた個人情報は、セミナーの運営や、主催企業のサービスのご案内以外に使用することなく、

 

個人情報保護法に基づき厳重に管理させていただきます。
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